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は
じ
め
に

　

本
書
は
、
二
〇
二
一
〜
二
〇
二
三
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））「
モ
ノ

資
料
か
ら
み
る
近
代
ア
イ
ヌ
の
社
会
と
文
化
」（
研
究
代
表
者
：
浅
倉
有
子
）
の
成

果
を
ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
り
、
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
五
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤

研
究
費
（
Ｃ
））「
ア
イ
ヌ
漆
器
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
―
―
文
献
史
学
と
考
古
学
、

民
俗
学
・
文
化
人
類
学
の
連
携
」（
研
究
代
表
者
：
同
上
）
及
び
二
〇
一
六
〜
二
〇

一
九
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））「
ア
イ
ヌ
漆
器
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」

（
研
究
代
表
者
：
同
上
）
の
成
果
を
盛
り
込
み
二
〇
一
九
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
ア

イ
ヌ
の
漆
器
に
関
す
る
学
際
的
研
究
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
）
の
続
編
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

研
究
期
間
の
初
期
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限
の
只
中
に
あ
り
、
そ
の
後
、
二

〇
二
二
年
二
月
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
勃
発
に
よ
り
、
か
ね
て
交
流
を
続
け
て
き
た
ロ

シ
ア
連
邦
サ
ハ
リ
ン
州
郷
土
博
物
館
で
の
現
地
調
査
は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
な
が
ら
も
着
実
に
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
速

や
か
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
ま
ず
も
っ
て
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

ア
イ
ヌ
漆
器
に
つ
い
て
は
、
古
く
杉
山
壽
栄
男
・
金
田
一
京
助
の
共
著
と
し
て
一

九
四
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ア
イ
ヌ
芸
術　

金
工
・
漆
器
篇
』（
第
一
青
年
社
）
で

網
羅
的
な
記
述
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
具
体
的
な
研
究
の
進
展
が
乏
し
い

状
態
が
長
く
続
い
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
ア
イ
ヌ
漆
器
は
基
本
的
に
全
て
和
人
社
会

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
独
自
の
「
伝
統
」
に
注
目
す
る
傾
向
が
強
い
人

類
学
者
に
と
っ
て
は
関
心
の
埒
外
で
あ
っ
た
こ
と
、
ア
イ
ヌ
社
会
で
宝
と
し
て
珍
重

さ
れ
て
き
た
漆
器
は
長
期
に
亘
っ
て
伝
世
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

モ
ノ
そ
の
も
の
か
ら
歴
史
学
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
が
、
取
り
組
み
の
乏
し
さ
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
う
や
く

二
一
世
紀
に
入
り
、
器
種
単
位
の
基
礎
的
な
分
類
が
着
手
さ
れ
（
藪
中
剛
司
二
〇
〇

九
「
蛸
唐
草
文
様
の
ト
ゥ
キ
（
杯
）
に
つ
い
て
」『
北
大
植
物
園
研
究
紀
要
』
九
ほ

か
）、
ま
た
古
原
敏
弘
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
基
礎
資
料
の
集
成
（
二
〇

一
四
『
ア
イ
ヌ
民
族
に
伝
わ
る
漆
器
の
調
査
研
究
』
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研

究
所
）
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
ア
イ
ヌ
漆
器
研
究
は
改
め
て
適
切
な
出
発
点
に
立
っ

た
。
本
書
の
編
者
で
あ
る
浅
倉
氏
ら
に
よ
る
一
連
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
流

れ
に
掉
さ
し
つ
つ
理
化
学
的
分
析
、
文
献
史
学
、
物
質
文
化
研
究
の
融
合
に
よ
っ
て

ア
イ
ヌ
漆
器
の
生
産
と
流
通
の
解
明
に
挑
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
取
り
組

み
の
現
段
階
で
の
到
達
点
で
あ
る
。

　

本
書
の
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
を
全
面
的
に
論
じ
る
こ
と
は
、
評
者
の
力
量
を
遥

か
に
超
え
る
。
こ
こ
で
は
理
解
の
及
ん
だ
範
囲
で
各
論
文
の
概
要
を
紹
介
し
た
う
え

で
、
二
三
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
で
読
者
の
ご
海
容
を
請
い
た
い
。

一　

本
書
の
構
成
と
概
要

〔
書
評
〕

　

浅
倉
有
子
編
著

『
漆
器
か
ら
み
る
ア
イ
ヌ
の
社
会
と
文
化
』

大
坂　
　

拓
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本
書
は
、「
Ⅰ　

幕
別
町
の
ア
イ
ヌ
伝
世
漆
器
」、「
Ⅱ　

ア
イ
ヌ
と
漆
器
1
」、「
Ⅲ　

ア
イ
ヌ
と
漆
器
2
」
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
Ⅱ
・
Ⅲ
は
お
お
よ
そ
近
世
・
近

代
の
時
代
順
と
さ
れ
て
い
る
（
一
頁
）。
た
だ
し
、
文
献
史
学
の
成
果
を
除
け
ば
そ

の
区
分
は
さ
ほ
ど
厳
密
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
理
科
学
的
分
析

五
、
文
献
史
学
五
、
考
古
学
・
物
質
文
化
研
究
二
の
計
十
二
の
論
考
・
資
料
紹
介
と
、

絵
画
を
対
象
と
し
た
コ
ラ
ム
一
か
ら
な
る
も
の
と
捉
え
直
し
、
各
分
野
の
論
考
・
資

料
紹
介
に
つ
い
て
掲
載
順
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

理
科
学
的
分
析

　

四
柳
嘉
章
「
幕
別
町
蝦
夷
文
化
考
古
館
所
蔵
ア
イ
ヌ
伝
世
漆
器
の
化
学
分
析
―
塗

膜
分
析
か
ら
さ
ぐ
る
漆
器
の
品
質
・
産
地
・
年
代
―
」
は
、
北
海
道
十
勝
地
方
の
幕

別
町
蝦
夷
文
化
考
古
館
（
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
二
〇
二
三
年
三
月
末
を
以
っ

て
閉
館
）
に
所
蔵
さ
れ
る
漆
器
に
つ
い
て
多
角
的
な
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

同
館
所
蔵
資
料
の
多
く
は
チ
ロ
ッ
ト
集
落
（
現
：
幕
別
町
千
住
）
に
生
ま
れ
た
ア
イ

ヌ
民
族
の
指
導
者
吉
田
菊
太
郎
氏
（
一
八
九
六
〜
一
九
六
五
）
が
地
元
及
び
周
辺
地

域
で
収
集
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
収
集
地
・
収
集
年
代
が
比
較
的
明
確
な
資
料

群
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
点
で
、
本
論
で
提
示
さ
れ
た
個
別
の
知
見
は
今
後
の
研

究
の
一
つ
の
基
点
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

　

宮
腰
哲
雄
・
浅
倉
有
子
・O

lga A
lekseevna Shubina

「
千
島
列
島
シ
ャ
ス
コ
タ

ン
島
か
ら
出
土
し
た
漆
器
の
特
徴
と
化
学
分
析
」
は
、
二
〇
〇
八
年
に
千
島
列
島
中

部
シ
ャ
ス
コ
タ
ン
島
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
漆
椀
に
つ
い
て
、
炭
素
一

四
年
代
測
定
の
結
果
か
ら
室
町
時
代
半
ば
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の

と
し
、
さ
ら
に
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
同
位
体
分
析
か
ら
日
本
産
の
漆
を
使
用
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

本
多
貴
之
「
ア
イ
ヌ
に
伝
わ
る
漆
工
品
の
分
析
―
余
市
地
方
の
出
土
漆
器
お
よ
び

新
ひ
だ
か
町
伝
世
漆
器
の
科
学
的
分
析
―
」
は
、
北
海
道
後
志
地
方
に
位
置
す
る
余

市
町
内
の
遺
跡
出
土
資
料
一
一
点
、
北
海
道
日
高
地
方
に
位
置
す
る
新
ひ
だ
か
町
教

育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
伝
世
資
料
二
〇
点
に
つ
い
て
、
熱
分
解
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
質
量
分
析
を
お
こ
な
い
、
と
も
に
日
本
産
の
漆
だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
産

の
漆
が
使
用
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

宮
腰
・
山
田
千
里
・
浅
倉
「
ア
イ
ヌ
の
漆
塗
り
行
器
等
の
特
徴
と
化
学
分
析
」
は
、

新
ひ
だ
か
町
博
物
館
所
蔵
資
料
二
点
、
余
市
水
産
博
物
館
所
蔵
資
料
三
点
の
計
五
点

の
行
器
・
貝
桶
を
分
析
し
、
い
ず
れ
も
木
胎
に
ヒ
ノ
キ
、
下
地
に
砥
の
粉
を
用
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
木
胎
に
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
、
下
地
に
珪
藻
土
を
用
い
る
と
さ
れ
る

石
川
県
輪
島
産
の
製
品
で
は
な
く
、
京
都
府
山
城
産
と
の
推
定
を
示
す
。

　

同
じ
く
宮
腰
・
山
田
・
浅
倉
に
よ
る
「
ア
イ
ヌ
の
漆
塗
り
片
口
の
特
徴
と
化
学
分

析
」
は
、
新
ひ
だ
か
町
博
物
館
所
蔵
の
片
口
一
点
を
岩
手
県
二
戸
市
浄
法
寺
歴
史
民

俗
資
料
館
所
蔵
の
類
例
三
点
と
比
較
し
、
形
態
・
塗
膜
構
造
等
の
一
致
か
ら
、
新
ひ

だ
か
町
博
物
館
所
蔵
の
片
口
が
浄
法
寺
産
で
あ
る
と
の
推
定
を
示
す
。

文
献
史
学

　

谷
本
晃
久
「〝
ア
イ
ヌ
漆
器
〞
を
用
い
る
和
人
」
は
、
和
人
社
会
か
ら
ア
イ
ヌ
社

会
に
持
ち
込
ま
れ
た
漆
器
が
ア
イ
ヌ
社
会
で
は
独
自
の
作
法
で
使
用
さ
れ
て
い
た
事

実
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
「
ア
イ
ヌ
漆
器
」
と
し
て

の
作
法
が
、
ウ
イ
マ
ム
・
オ
ム
シ
ャ
と
い
っ
た
公
的
な
場
面
で
和
人
の
側
に
も
共
有

さ
れ
る
局
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
異
文
化
の
存
在
を
前
提
と
し
た
「
近
世
蝦
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夷
地
在
地
社
会
」
の
特
質
の
一
端
と
位
置
づ
け
る
。

　

三
浦
泰
之
「
資
料
紹
介　

場
所
請
負
人
の
経
営
帳
簿
に
見
る
漆
器
」
は
、
西
蝦
夷

地
ヨ
イ
チ
場
所
の
請
負
人
林
家
が
残
し
た
六
点
の
文
書
か
ら
、
文
政
〜
慶
応
期
の
漆

器
流
通
に
関
連
す
る
情
報
を
提
示
す
る
。

　

松
本
あ
づ
さ
「
近
代
北
海
道
に
お
け
る
交
換
品
の
「
需
用
」
と
「
無
用
」」
は
、

前
書
『
ア
イ
ヌ
の
漆
器
に
関
す
る
学
際
的
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
明
治
初
年
に
お

け
る
ア
イ
ヌ
向
け
漆
器
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
」
に
続
く
も
の
で
、
近
代
初
頭
に
開
拓

使
に
よ
り
「
下
賜
」
が
廃
止
さ
れ
、
続
い
て
交
易
品
か
ら
の
「
無
益
之
物
品
」
の
排

除
が
指
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
近
世
的
な
漆
器
の
流
通
が
終
焉
を
迎
え
、
そ
れ
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
「
宝
物
商
」
が
出
現
し
た
と
の
見
通
し
を
示
す
。
さ
ら
に
、
そ
う

し
た
変
化
が
直
ち
に
ア
イ
ヌ
社
会
に
お
け
る
宝
と
し
て
の
社
会
的
機
能
の
消
滅
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
相
続
」
の
意
味
が
大
き
く
な
っ
た

可
能
性
を
提
起
す
る
。

　

浅
倉
「
明
治
一
〇
年
代
の
静
内
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
素
描
」
は
、
ま
ず
開
拓
使
期
の

土
地
所
有
に
つ
い
て
検
討
し
、
日
高
地
方
の
静
内
郡
に
居
住
す
る
ア
イ
ヌ
の
約
半
数

が
貸
与
地
と
し
て
海
産
干
場
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
続
い
て
明
治
一
五

年
の
大
福
帳
の
分
析
か
ら
、「
サ
カ
ツ
キ
」（
台
盃
と
推
定
）
を
入
手
す
る
「
か
な
り

の
経
済
力
」
を
持
っ
た
ア
イ
ヌ
二
名
の
存
在
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
の
論
点
は
、

瀧
澤
正
が
様
似
郡
を
対
象
と
し
て
進
め
た
分
析
（
瀧
澤
正
二
〇
〇
八
「
明
治
初
年
ア

イ
ヌ
昆
布
漁
家
の
『
経
営
』
と
『
家
計
』」『
北
大
史
学
』
四
八
ほ
か
）
を
参
照
し
つ

つ
、
隣
接
地
域
の
状
況
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
同
時

に
、「
無
益
之
物
品
」
と
し
て
ア
イ
ヌ
向
け
漆
器
の
交
易
品
か
ら
の
排
除
が
指
示
さ

れ
た
の
ち
の
状
況
を
具
体
的
に
跡
付
け
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

菅
原
慶
郎
「
近
代
初
頭
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
と
和
人
の
経
済
的
関
係
」
は
、
明

治
前
半
期
の
十
勝
地
方
を
取
り
上
げ
、
内
陸
部
へ
の
和
人
の
進
出
に
伴
う
経
済
的
関

係
の
変
化
を
論
じ
る
。
そ
の
中
で
は
ア
イ
ヌ
と
の
毛
皮
取
引
で
大
き
な
利
益
を
上
げ

る
和
人
男
性
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
公
文
書
に
「
奸
商
」
と
記
さ

れ
た
人
々
の
足
取
り
を
具
体
的
に
示
す
一
例
と
し
て
興
味
深
い
。

　

佐
々
木
利
和
「
描
か
れ
た
漆
器
」
は
小
品
な
が
ら
、
著
名
な
『
蝦
夷
島
奇
観
』
に

描
か
れ
た
漆
器
を
ア
イ
ヌ
史
・
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る
該
博
な
知
識
を
も
と
に
解
説

し
た
も
の
で
、
後
学
へ
範
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

考
古
学
・
物
質
文
化
研
究

　

清
水
香
「
ア
イ
ヌ
文
化
に
お
け
る
漆
器
の
需
要
に
つ
い
て
」
は
対
象
を
漆
器
に
限

定
せ
ず
、
北
海
道
内
出
土
資
料
か
ら
所
謂
「
移
入
品
」
の
動
向
を
幅
広
く
論
じ
る
。

　

藪
中
剛
司
「
三
沢
市
教
育
委
員
会
所
蔵
の
蛸
唐
草
文
様
の
漆
椀
に
つ
い
て
」
は
、

小
川
原
湖
民
俗
博
物
館
（
現
在
は
閉
館
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
蛸
唐
草
文
様
」
が

施
文
さ
れ
た
椀
に
つ
い
て
、
ア
イ
ヌ
社
会
向
け
に
生
産
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
製
品

が
和
人
社
会
に
残
さ
れ
て
い
た
事
例
と
位
置
付
け
、
生
産
地
や
流
通
経
路
の
解
明
を

今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
る
。

二　

本
書
の
成
果
と
課
題

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
ア
イ
ヌ
漆
器
研
究
の
到
達
点
を
総
花
的
に
示
す
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
様
々
な
手
法
を
用
い
た
理
化
学
的
分
析
の
成
果
は
、
将
来

的
な
資
料
の
蓄
積
に
よ
り
多
く
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
も
の
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と
い
え
る
。
現
状
で
は
な
お
個
別
的
な
デ
ー
タ
の
提
示
に
留
ま
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
今
後
、
物
質
文
化
研
究
の
手
法
に
よ
り
各
器
種
の
分
類
を
確
立
し
た
う
え
で
、

確
実
な
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
伴
う
資
料
を
選
定
し
、
各
分
類
群
単
位
に
理
化
学
的
分
析

を
実
施
す
る
と
い
っ
た
戦
略
的
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
見
通

し
良
く
説
得
的
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
文
献
史
学
の
各
論
考
か
ら
は
、
従
来
は
史
料
的
な
限
界
か
ら
新
た
な
展
望

が
見
出
し
に
く
い
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
近
代
史
研
究
に
、
い
く
つ
も

の
新
た
な
突
破
口
が
開
か
れ
つ
つ
あ
る
と
の
印
象
を
強
く
受
け
た
。
今
後
の
展
開
に

大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

な
お
些
末
な
点
な
が
ら
、
本
書
で
は
ア
イ
ヌ
語
の
音
節
末
子
音
の
カ
タ
カ
ナ
表
記

に
揺
れ
が
あ
り
、
エ
ト
ゥ
ヌ
プ
「
片
口
」
と
近
年
一
般
的
な
表
記
法
に
則
っ
た
箇
所

も
あ
る
一
方
（
二
四
五
頁
）、「
エ
ト
ゥ
ヌ
プ
」（
二
二
四
頁
）・「
エ
ト
ゥ
ヌ
ッ
プ
」（
二

六
四
頁
）
な
ど
の
表
記
も
頻
出
し
、
不
統
一
が
気
に
な
っ
た
。
ま
た
チ
セ
ノ
ミ
（
新

築
祝
）
を
「
チ
セ
イ
ノ
ミ
」
と
記
す
な
ど
（
一
二
六
頁
）、
古
い
文
献
の
誤
っ
た
記

載
を
注
釈
な
し
に
引
い
た
部
分
も
あ
る
。
最
近
で
は
ア
イ
ヌ
語
の
辞
典
類
が
豊
富
に

刊
行
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
が
運
営
す
る
「
ア
イ
ヌ
語

ア
ー
カ
イ
ブ
」
等
で
手
軽
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
校
正
の
際
に
一
手

間
か
け
る
こ
と
を
お
奨
め
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
甚
だ
雑

で
は
あ
る
が
本
書
の
成
果
を
紹
介
し
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
の

衆
参
両
院
に
お
け
る
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
」、

二
〇
一
九
年
の
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
制
定
を
経
て
、
今
や
ア
イ
ヌ
文
化
・
ア
イ
ヌ
史
に
関

す
る
関
心
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
高
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
社
会
的

状
況
の
中
で
、
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
「
交
流
」
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
ア
イ
ヌ
漆

器
研
究
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
ぎ
れ
も
な
く

ア
イ
ヌ
漆
器
研
究
の
到
達
点
と
今
後
の
課
題
を
示
す
も
の
と
し
て
、
本
書
の
役
割
は

極
め
て
大
き
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
Ｂ
5
判
、
二
九
六
頁
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
四
年
三
月
三
〇
日

発
行
、
本
体
価
格
五
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
お
お
さ
か
・
た
く　

北
海
道
博
物
館
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
学
芸
主
査
）


